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　従って、（75）［= （60）］を語頭の音節に適用されるようにするには、次のようにする必要がある。
（76）Sonorant Destressing（modiﬁed）
　　　　*  → .  /                 *       * line 1
　　　　           #       *       *       *# line 0
　　　where # represents a word boundary
　　　Condition:               dominates a rime ending with a sonorant
　従って、すでに修正してある共鳴音無勢化（61）と共にすると次のようになる。
（77）Sonorant Destressing（modiﬁed）［= SoDe（m）］
（a）［= （61）］
　　　　*  → .  /       *              * line 1
　　　　           （#）  *      *       *  （#） line 0
（b）［= （76）］
　　　　*  → .  /                    *      * line 1
　　　　            #         *       *      *# line 0
　　　where # represents a word boundary
　　　Condition:               dominates a rime ending with a sonorant
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（77b）を（74）の最後の段階で適用すると次のようになる。
（78）
  SoDe（m）  　x
     （x 　 x
    x （x 　（x
    H 　H 　 H
　これで正しいアクセントが生成される。
　次もHVでRhythm Ruleを適用すると説明ができるとされた例である。Rhythm Ruleについては
田中（2010）（その３）2. 1. 4節参照。
（79）（= HV, p. 235, （22））
　　　tránsfèr prótèst prógrèss
　　　súspèct tórmènt íntercèpt
　これらは、すべてHH型であるので派生は（80）のようになる。
（80）tránsfèr, prótèst, prógrèss, súspèct, tórmènt, íntercèpt
　　　Line 0 Project:L （x （x  Avoid（x # OR
  H H  Avoid（x（ OR
 Edge:LLL vacuous
 Head:L x x
  （x （x
  H H
　　　Line 1 Edge:LLL （x x
  （x （x
  H H
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 Head:L x
  （x （x
  （x （x
  H H  
　この派生では、すべての音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、二つの回
避制約（Avoid（x #、Avoid（x（）が無視される（overridden）。Edge:LLLは空虚に適用される。
このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0
で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用さ
れて正しいアクセントが生成される。
　これらの例は、Rhythm Ruleを適用せずに、line 1でEdge:LLL、Head:Lを適用することで説明で
きる。
　次も同様にしてRhythm Ruleを適用せずに説明できる例である。
（81）（= HV, p. 236,（24））
a．Pèkíng Sàigón Bèrlín
　　Càntón Hòngkóng gazélle
b．gýmnàst nárthèx ínsèct
　　pársnìp
c．Àdiróndàck Monádnòck Sàskátchewàn
　　Èniwétòk Penóbscòt Mamáronèck
　　Màssapéquòd Hopátcòng Èscúminàc
　　Àgamémnòn decáthlòn stèreópticòn
　最初に（81a）であるが、LH型のgazélleを除き、すべてHH型である。派生は（82）のようになる。
（82）Pèkíng, Sàigón, Bèrlín, Càntón, Hòngkóng
　　　Line 0 Project:L （x （x Avoid（x # OR
  H H Avoid（x（ OR
 Edge:LLL vacuous
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 Head:L x x
                          （x （x
  H H
　　　Line 1 Edge:RRR x x）
  （x （x
  H H   
 Head:R  x
  x x）
  （x （x
  H H
　この派生ではすべての音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、二つの回避
制約（Avoid（x #、Avoid（x（）が無視される（overridden）。Edge:LLLは空虚に適用される。こ
のようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で
生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すためにEdge:RRRとHead:Rが適用され
て正しいアクセントが生成される。
　次は、（81a）の残りのgazélleであるが、派生は（83）のようになる。
（83）gazélle
　　　Line 0 Project:L x （x        Avoid（x # OR
  L H
 Edge:LLL need not apply
 Head:L  x
  x （x
  L H
　　　Line 1 Edge:LLL  （x
  x （x
  L H
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　　　 Head:L  x
   （x
  x （x
  L H
　この派生では語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、回避制約（Avoid 
（x #）は無視される（overridden）。Edge:LLLは語頭の音節にアクセントがないため適用する必
要はない。このようにして生じた構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1では
line 0で生じた主要部が主強勢であることを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用されて正しいアク
セントが生成される。
　次に（81b）を扱うが、すべてHH型であり、同じHH型である（81a）とは一点において異なる。
前者は語頭の音節に第一アクセントがあるのに対して、後者は語末の音節に第一アクセントがある
ということである。派生は、（84）のようになる。
（84）gýmnàst, nárthèx, ínsèct, pársnìp
　　　Line 0 Project:L （x （x  Avoid（x # OR
  H H  Avoid（x（ OR
 Edge:LLL vacuous
 Head:L x x
  （x （x
  H H
　　　Line 1 Edge:LLL （x x
  （x （x
  H H   
 Head:L x
  （x x
  （x （x
  H H
　この派生では、すべての音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、二つの回
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避制約（Avoid（x #、Avoid（x（）が無視される（overridden）。Edge:LLLは空虚に適用される。
このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0
で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すために、Edge:LLLとHead:Lが適用
されて正しいアクセントが生成される。
　次は（81c）であるが、（85）のように七つの場合に分かれる。
（85）（= （81c））
 i． LLHH型で語頭のLに第二アクセントがあり、語頭から三番目のHに第一アクセントが、語末の
Hに第二アクセントがあるもの。Àdiróndàck、Èniwétòk、Màssapéquòd、Àgamémnòn
 ii． LHH型で語頭のLにはアクセントがなく、語頭から二番目のHに第一アクセントが、語末のHに
第二アクセントがあるもの。Monádnòck、Penóbscòt、decáthlòn  
 iii． HHH型で、語頭から二番目のHに第一アクセントが、語末のHに第二アクセントがあるもの。
Hopátcòng
 iv． LLLH型で、語頭から二番目のLに第一アクセントが、語末のHに第二アクセントがあるもの。
Mamáronèck
 v． HLLH型で、語頭のHに第二アクセントが、語頭から二番目のLに第一アクセントが、語末のH
に第二アクセントがあるもの。Sàskátchewàn
 vi． HHLH型で、語頭のHに第二アクセントが、語頭から二番目のHに第一アクセントが、語末の
Hに第二アクセントがあるもの。Èscúminàc
 vii． LLHLH型で、語頭のLに第二アクセントが、語末から三番目のHに第一アクセントが、語末
のHに第二アクセントがあるもの。stèreópticòn
　順番に派生を扱うが、まず、（85i）の派生は（86）のようになる。
（86）Àdiróndàck, Èniwétòk, Màssapéquòd, Àgamémnòn
　　　Line 0 Project:L x x （x （x Avoid（x # OR
  L L H H Avoid（x（ OR
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 Edge:LLL （x x （x （x
  L L H H
 Head:L x  x x
  （x x （x （x
  L L H H
　　　Line 1 Edge:LRL x  （x x
  （x x （x （x
  L L H H
 Head:L   x
  x  （x x
  （x x （x （x
  L L H H
　この派生では語末から二番目の音節と語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。
その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid（x（）が無視される（overridden）。次に語頭の音
節にアクセントがあるためEdge:LLLが適用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部
を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強
勢であるかを示すためにEdge:LRLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが派生される。なお、
Àdiróndàckの共鳴音で終わる語中の音節にはアクセントがあるため、共鳴音無強勢化は適用され
ない。（76）、（77）を参照。
　次は（85ii）であるが、派生は（87）のようになる。
（87）Monádnòck, Penóbscòt, decáthlòn
　　　Line 0 Project:L x （x （x Avoid（x # OR
  L H H Avoid（x（ OR
 Edge:LLL  need not apply 
 Head:L  x x
  x （x （x
  L H H
英語の強勢について（その５）
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　　　Line 1 Edge:LLL  （x x
  x （x （x
  L H H
 Head:L  x
   （x x
  x （x （x
  L H H
　この派生では語末から二番目の音節と語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。
その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid（x（）が無視される（overridden）。Edge:LLLは、
語頭の音節にアクセントがないため適用される必要はない。このようにして生じた２個の構成素の
主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、どちら
が主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが派生される。
　次は、（85iii）であるが、派生は同じHHH型のincúlcàteの派生（74）と、SDが適用されることを
除いて、まったく同じになる。（85iv）のMamáronèckの派生は（88）のようになる。
（88）Mamáronèck
　　　Line 0 Project:L x x x （x Avoid（x # OR
  L L L H
 Edge:LRL x （x x （x
  L L L H
 Head:L  x  x
  x （x x （x
  L L L H
　　　Line 1 Edge:LLL  （x  x
  x （x x （x
  L L L H
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 Head:L  x
   （x  x
  x （x x （x
  L L L H
　この派生では語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、回避制約（Avoid
（x #）は無視される（overridden）。それから、語頭から二番目の音節にアクセントが付与される
のでEdge:LRLが適用される。このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:L
が適用される。line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すため
に、Edge:LLLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（85v）であるが派生は（89）のようになる。
（89）Sàskátchewàn
　　　Line 0 Project:L （x x x （x Avoid（x # OR
  H L L H
 Edge:LRL （x （x x （x Avoid（x（ OR
  H L L H
 Head:L x x  x
  （x （x x （x
  H L L H
　　　Line 1 Edge:LRL x （x  x
  （x （x x （x
  H L L H
 Head:L  x
  x （x  x
  （x （x x （x
  H L L H
　この派生では語頭の音節と語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、回
避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。次に、語頭から二番目の音節にアクセントが
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付与されるため、Edge:LRLが適用される。この際、回避制約（Avoid（x（）は無視される（overridden）。
このようにして生じた３個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0
で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢であるかを示すためにEdge:LRLとHead:Lが適用され
て正しいアクセントが派生される。
　次は（85vi）を扱うが、派生は（90）のようになる。
（90）Èscúminàc
　　　Line 0 Project:L （x （x x （x Avoid（x # OR
  H H L H Avoid（x（ OR
 Edge:LRL  vacuous
 Head:L x x  x
  （x （x x （x
  H H L H
　　　Line 1 Edge:LRL x （x  x
  （x （x x （x
  H H L H
 Head:L  x
  x （x  x
  （x （x x （x
  H H L H
　この派生では、語頭の音節、語頭から二番目の音節および語末の音節が重音節であるので、
Project:Lが適用される。その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid（x（）は無視される
（overridden）。次に、Edge:LRLは空虚に（vacuously）適用される。このようにして生じた３個の
構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、
どれが主強勢であるかを示すためにEdge:LRLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが派生され
る。
　最後に（85vii）であるが、派生は（91）のようになる。
（91）stèreópticòn
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　　　Line 0 Project:L x x （x x （x Avoid（x # OR
  L L H L H
 Edge:LLL （x x （x x （x
  L L H L H
 Head:L x  x  x
  （x x （x x （x
  L L H L H
　　　Line 1 Edge:LRL x  （x  x
  （x x （x x （x
  L L H L H
 Head:L   x
  x  （x  x
  （x x （x x （x
  L L H L H
　この派生では、語末から三番目の音節および語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用
される。その際、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。次に、語頭の音節にもア
クセントが付与されるためEdge:LLLが適用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部
を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢
であるかを示すためにEdge:LRLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが派生される。
　このように（81）の語は、語末に第一アクセントがある場合、line 1でEdge:RRR、Head:Rま
たはEdge:LLL、head:Lを適用して説明できるし、 語頭に第一アクセントがある場合は、line 1で
Edge:LLL、Head:Lを適用することにより説明できる。また、語頭から二番目の音節にアクセント
がある場合は、line 0（とline 1）でEdge:LRL、Head:Lを適用することで説明できる。したがって、
（81b, c）はHVとは異なり、Rhythm Ruleを適用しなくとも説明できることを示した。
2.1.5.  重音節であるが韻律外であるとされた語の場合
　次に、HVで語末の音節が重音節であるが、アクセントがない（92）について考えてみる。
（92）（= HV, p. 236,（25））
英語の強勢について（その５）
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　　Whéeling Lóndon Néwton
　　Óssining alúminum témpest
　　hélix súbject cátsup
（92）では、すべての例において、HVの枠組みでは韻律外となるが、本稿の枠組みでは回避制約
（Avoid（x #）が機能を果たして語末の音節にアクセントが付与されないようにする。
　次に、HVで扱っている-ateで終わる（93）のような例を扱うことにする。
（93）（= （HV, p. 237, （26））
a．stágnàte frústràte púlsàte 
　　plácàte víbràte
b．eqáte
c．díctàte lócàte óràte or
　　dìctáte lòcáte òráte
　HVは（93a）と（93c）の上段の語はRhythm Ruleを受けるが、その他の語は受けないとする。
本稿では、語頭に第一アクセントがあり、語末に第二アクセントがある語は、回避制約（Avoid（x 
#）が無視され（overridden）、line 1でEdge:LLL、Head:Lが適用されるが、語頭に第二アクセン
トがあり、語末に第一アクセントがある語は、回避制約（Avoid （x #）が無視され（overridden）、
line 1でEdge:LRL、Head:Lが適用されるとする。また、（93）は（83）と同じ派生となる。
2.1.6．短音化で説明される語の場合
　次に、基底で長母音であるが、最終的には短母音となる母音を含む（94）のような例を取り上げる。
（94）（= HV, p. 240, （36））
a．ìnvocátion èxcitátion rèvelátion ìnﬂammátion
b．vòcátion cìtátion èjéction gràdátion
（94a）の語は、いずれも次のような長音を含む語から派生したものである。
（95）invóke excíte revéal inﬂáme
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　従って、（94a）のうちの次の３語の派生は（96）のようになる。
（96）ìnvocátion, èxcitátion, ìnﬂammátion
　　Line 0 Project:L （x x （x x （x # Avoided
  H H H H （x（ Avoided
 Edge:LLL  vacuous
 Head:L x  x
  （x x （x x 
  H H H H
                      
　　Line 1 Edge:LRL x  （x
  （x x （x x
  H H H H
 Head:L   x
  x  （x
  （x x （x x
  H H H H
 SOSW   x
  x  （x
  （x x （x x
  H L H H
　この派生では、すべての音節が重音節であるので、すべての重音節にProject:Lが適用されるは
ずであるが、実際は、語頭の重音節と、語末から二番目の重音節にしか適用されない。そのわけは、
まず、語末の重音節の場合、Project:Lは回避制約（Avoid （x #のため適用されないし、語頭から
二番目の重音節の場合は、回避制約（Avoid （x（）のため適用されないからである。Edge:LLLは空
虚に適用される。このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。
line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すために、Edge:LRL
とHead:Lが適用される。最後に語頭から二番目の重音節が下記の（97）の「強勢の井戸の上の短
母音化規則（Shortening over a Stress Well）」により短母音になり、正しいアクセントが生成される。
英語の強勢について（その５）
この規則は、HVによると、「強勢の井戸の上の音節」すなわち、「より大きな強勢をもつ音節に隣
接している音節」にのみ適用される。
（97）（= HV, p. 241, （37））
　　　Shortening over a Stress Well［= SOSW］
　　　X       X          X    /   SYL            SYL
　　　               →
　　　     V              V
　　　Condition: V dominates a stress well
　次に、（94a）の残りのrèvelátionの派生であるが、この語だけは（94a）の他の３語と異なり
LHHHなので、派生は（98）のようになる。
（98）rèvelátion
　　Line 0 Project:L x x （x x （x # Avoided
  L H H H （x（   Avoided
 Edge:LLL （x x （x x
  L H H H
 Head:L x  x
  （x x （x x
  L H H H
                      
　　Line 1 Edge:LRL x  （x
  （x x （x x
  L H H H
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 Head:L   x
  x  （x
  （x x （x x
  L H H H
 SOSW   x
  x  （x
  （x x （x x
  L L H H
　この派生では、語頭の音節を除くすべての音節が重音節であるので、すべての重音節にProject:
Lが適用されるはずであるが、実際は、語末から二番目の重音節にしか適用されない。そのわけは、
（96）と同様に、語末の重音節の場合、Project:Lは回避制約（Avoid （x #のため適用されないし、
語頭から二番目の重音節の場合は、回避制約（Avoid （x（）のため適用されないからである。語頭
の音節にはアクセントが付与されるためEdge:LLLは適用される。このようにして生じた２個の構
成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、
どちらが主強勢であるかを示すために、Edge:LRLとHead:Lが適用される。最後に語頭から二番目
の重音節が（97）の「強勢の井戸の上の短母音化規則」により短母音になり正しいアクセントが生
成される。
　次に（94b）の語であるが、これらの語の語頭の長母音は「強勢の井戸」の上にないのでSOSW
が適用されずに長母音のままとなる。（その６へ）
　tanaka@duck.niigataum.ac.jp
英語の強勢について（その５）
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